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１ 実践のねらい 

(1) 課題意識をもたせる 

 今回の取り組みの目的の１つは、生徒に「課題意識をもたせること」である。評論

や小説の読解であっても、また古典の授業であっても、生徒は各自の課題をみつけ、

それをこなすことで力をつけることが肝要だと考えている。しかし、つい生徒は受け

身で授業に参加してしまう。 

この状況を改善するために生徒に「自ら課題を見つけ、それを解決する」という体

験をさせる必要があると感じた。したがって、今回のディベートの授業において、デ

ィベート本来の目的である「論理的な主張をする」という大目的を掲げ、この大目的

を達成するために個々人に必要な課題を、それぞれが考え実践するという方法をと

ることにした。 

 (2) ルーブリックに慣れさせる 

    もう一つの目的が、ルーブリック評価に関してである。生徒が自他の評価を行うと

きにルーブリックを用いるが、常に課題が残る結果となっている。ルーブリックの項

目を抽象的なものにすると生徒が適切に評価できず、具体的なものにするとこちら

の意図が伝わりすぎて、そこに寄せた解答を生徒は用意するため、自主的・探求的な

学びを導けなかった。 

そこで、自身のルーブリックを改善していくことはもちろんだが、多少難しいルー

ブリックでも、生徒が上手く扱えるようになるため、生徒にルーブリックに慣れさせ

ようと考えた。他者評価をする前に、自己の作ったルーブリックで自分を評価するこ

とで、ルーブリックによる客観的な評価とはどういうものかを学ばせようと考えた。 

 

２ 実践の概要 

(1) 前回までの反省と自己評価用ルーブリックの作成 

    ルーブリックを作成するにあたって、今までに行った２回のディベートを振り返

った。そして反省点を考え、その内、改善すれば目的に近づくものをルーブリックの

５点に、３点は達成しても前回と同様のレベルになるもの、１点は必ず達成しなくて

はならないもの、という３段階に設定させた。（図１） 



 (2) ディベートの準 

備・実践 

    次の１時間、題に

ついて個人・班で考

察を深め、準備をし

た後、ディベートを

行った。ディベート

を行っている間、デ

ィベートに参加して

いない生徒が審判を

する。見られている

という意識と、三回

目ということもあ

り、積極的にディベ

ートに参加する生徒

が大多数であった。 

特に今回、「○○さんが上手い」「○○のように相手を納得させる話し方をしたい」

という声がよく聞こえてきた。対抗意識は上達につながるという点で、また「上手い

人」がわかるということは、ディベートでのよい発表方法を理解していると判断でき

る点で、望ましい傾向だと考えている。 

  (3) ディベートの振り返り 

その後、今回の主眼であるルーブリックによる振り返りを行った。まず自分の達成

度について５・３・１点の自己評価をし、その採点理由を書かせた。採点の結果、５

点をつけた生徒は１０％（８人）、３点をつけた生徒は８０％（６２人）、１点をつけ

た生徒は１０％（８人）というものであった。 

 

３ 実践の反省と課題 

   授業の振り返りにおいて２つの質問を行った。 

１つ目の、「ルーブリックにしたがって、自分や他の班を客観的に評価することがで

きたかどうか」という問いに対しては、有効回答の全員が４段階で上から２つ以上に分

布していた。ルーブリックというものに対して慣れることや、有効に利用するという目

標は達成できたことがわかる。 

２つ目の、「前回のディベートよりも目標に近づくことができた」という問いに対し

ても、８割近くの生徒が４段階で上から２つ以上を指していた。ルーブリックを自作し

たことで、各自の目標や課題が明確になっていることがわかる。 

しかし、２－(3)で述べたように、ルーブリックによる自己評価では、８割にあたる生

（図１） 



徒が自己評価を３点としている。このことから、自己ルーブリックを作ったり評価した

りすることはできても、大目的に対して最も効果的だといえる課題を設定することに

ついては不十分だということがわかる。本実践の目的である「課題意識」は、もつこと

も重要ではあるが、自身の成長のためにより有効な課題設定ができたほうがよい。自作

ルーブリックによる評価という方法を繰り返すことで、適切な課題を設定する力を身

につけさせたいと思う。 

ただし、すぐに達成できる（自己評価によって容易に５点をつけることができてしま

う）課題を設定しても、飛躍的な成長は見込めない。したがって、２－(3)の結果も悲観

すべきものではなく、今後の継続的な指導により、成長を楽しみにできるものと捉えた

い。そして、ディベート以外の授業にもさまざまな形で自己評価の観点を取り入れ、生

徒の成長を促したいと思う。（早大国語教育学会愛知県支部における研究発表資料） 
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意
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、
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両
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ど
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も
す
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審
判
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し
て
い
る
班
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、
ど
ち
ら
が
勝
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話
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合
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５
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り
返
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デ
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て
い
な
い
班
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行
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※
５
の
後
、
賛
成
派
・反
対
派
ど
ち
ら
が
勝
っ
た
か
と
、
決
め
手
（こ
の
意
見
が
皆
を
納
得
さ
せ
た
！
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審
判
班
に
聞
き
ま
す
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※
ル
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ブ
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に
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ま
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デ
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ー
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が
ら
一
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行
う
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そ
の
後
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「５
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、
班
で
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で
一
枚
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、
自
分
が
発
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し
て
い
な
い
と
き
に
行
う
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○
こ
れ
ま
で
、
２
回
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デ
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ー
ト
を
行
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し
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。
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活
動
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振
り
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っ
て
、
以
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め
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し
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と
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ま
す
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条
書
き
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く
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う
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５
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○
○
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□
□
□
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今
回
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デ
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し
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に
つ
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を
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て
く
だ
さ
い
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